
～ボランティア・市民活動シンポジウム2018～ 

「広がれボランティアの輪」連絡会議 

現在、地域では、社会的孤立や貧困、空き家問題に象徴されるように、さまざまな要素が複雑に

絡み合った課題が生じています。こうした地域課題に対して、これからのボランティア活動は、多

様な価値観や考え方を相互に尊重しつつ、解決に向けて知恵を出し合うことを通して考えていくこ

とが必要です。 

誰も置き去りにしない社会は、社会的孤立や社会的排除をなくし、誰もが役割を持ち、互いに支

え合っていくことができる地域共生社会につながります。そうした社会をつくることが、私たちの

生活、そして地域の持続可能性を高めます。 

 こうした背景のなかでボランティア活動を考えたとき、ボランティア活動が市民それぞれの日常

生活に深く浸透し、生活様式あるいは生活の一部になる＝「文化として根づく」必要があります。

本シンポジウムでは、ボランティア活動を文化として根づかせるために必要なことは何か、多様な

セクターやボランティア活動に関心のある方々と考え、思いを共有することを目的に開催します。 

 なお、千代田区社会福祉協議会のご協力により会場を設け、勤労者や企業の社会貢献担当者など、

より幅広い方々に本シンポジウムへの参加を呼びかけます。 

１．主 催  「広がれボランティアの輪」連絡会議 

共催：社会福祉法人 千代田区社会福祉協議会 

３．日 時   2018 年 6 月 6 日（水）15 時 30 分～18 時 00 分 

４．会 場 千代田区立高齢者総合サポートセンターかがやきプラザ「ひだまりホール」 

 東京都千代田区九段南 1-6-10 最寄駅 東京メトロ・都営地下鉄九段下駅徒歩５分 

５．対 象   ボランティア・市民活動推進機関・団体関係者、活動実践者（ボランティア・ 

NPO スタッフ等）、企業の社会貢献担当者、その他活動に関心のある方等 

５．定 員  180 名 

６．参加費    当日、資料代として 500 円をいただきます。 

※本連絡会議の構成団体は参加費無料です。 

７．申込み 5 月 24 日（木）までに、別紙「参加申込書」に必要事項をご記入いただき、FAX 

にて下記事務局までお申し込みください。なお、お申込み後、事務局よりお送りす

る資料・ご案内はありません。 

＜お問い合わせ先＞「広がれボランティアの輪」連絡会議 事務局〔担当：岸本、千葉〕 

〒100-8980 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル 4階 

社会福祉法人全国社会福祉協議会 全国ボランティア・市民活動振興センター内 

TEL：03-3581-4656 ／ Fax：03-3581-7858 ／ E-mail：info@hirogare.jp 
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ボランティア・市民活動シンポジウム 2018 プログラム 

～ボランティア活動を文化として根づかせ 持続可能な社会を実現するために～ 

15 時 30 分 開会 

◆開会あいさつ 上野谷 加代子さん（「広がれボランティアの輪」連絡会議会長） 

 

◆基調説明：「ボランティア活動を文化として根づかせるための４つの視点」 

藤田満幸 さん（おもちゃの図書館全国連絡会 事務局長） 

「広がれボランティアの輪」連絡会議が提言する４つの視点（①草の根とボランタリズム、②

ひらく＝エンパワメント・主体性、③拠点＝居場所、④つなぐ＝コーディネート・中間支援

機能）について説明。 

 

◆実践報告：「４つの視点からボランティア活動と推進の実践を学ぶ」 

①「草の根とボランタリズム」 

高沢千明さん（長野県／ボランティアグループ山楽会）  

    元銀行員メンバーから始めた山登りサークル。現在は、障害児・者、子どもから大人まで参

画する自然ふれあい活動を実施。 

②「ひらく＝エンパワメント・主体性」 

西川 正 さん（埼玉県／特定非営利活動法人ハンズオン埼玉 常務理事） 

   父親世代の地域活動参加を活発にし、地域住民の交流を図るため、「おとうさんのヤキイモタ

イム」活動を通じた地域人材の交流の場づくり。 

③「拠点＝居場所」 

   安武邦治 さん（滋賀県／社会福祉法人 GLOW（ｸﾞﾛｰ） 法人本部 人事課 課長） 

     長浜市の養護老人ホームを拠点に、地域住民の交流の場を提供、またこども食堂の実施、認知症 

高齢者や引きこもりの若者を対象としたプログラムにより社会参加を支援。 

 

④「つなぐ＝コーディネート」 

 梅澤 稔さん（東京都／社会福祉法人 千代田区社会福祉協議会 地域協働課） 

    千代田区の地域性から、ちよだボランティアセンターで進められる、企業や勤労者、学生の

活動を推進するため進められるさまざまな「つなぐ」くふう、そして考え方を紹介。 

 

【コメンテーター】 山崎美貴子さん（「広がれボランティアの輪」連絡会議 顧問） 

【コーディネーター】原田 正樹 さん（「広がれボランティアの輪」連絡会議 副会長） 

 

◆ディスカッション ～提言との関連性から、実践報告を紐解く～ 

 

◆全体総括 ～提言に込めた思いと実践報告から、ボランティア活動を読み解く～ 

  上野谷加代子 さん（「広がれボランティアの輪」連絡会議 会長） 

 

 ◆閉会あいさつ 

  上野谷加代子 さん（「広がれボランティアの輪」連絡会議 会長） 

18 時 終了 



「広がれボランティアの輪」連絡会議 

「広がれボランティアの輪」連絡会議は、ボランティア・市民活動への参加促進や、活動の

環境整備・質の向上等を図ることを目的として、幅広い関係組織（54 団体）が結集した緩や

かな全国連絡組織です。ボランティア・市民活動に関する提言活動や、関係者による懇親会・

シンポジウムの開催、全国的な広報・啓発活動等を行っています。 

詳細は、ホームページ(http://www.hirogare.net/)をご参照ください。 

 

シンポジウム会場 千代田区立高齢者総合サポートセンター かがやきプラザ 

東京都千代田区九段南１－６－１０ 

（東京メトロ東西線／半蔵門線／都営地下鉄新宿線 九段下駅徒歩５分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 ＦＡＸ ０３－３５８１－７８５８ 
ボランティア・市民活動シンポジウム 2018 事務局行 

 

 

ボランティア・市民活動シンポジウム 2018 
参加申込書 

 

 

 
日時：2018 年 6月 6日（水）15時 30 分～18時 

会場：千代田区立高齢者総合サポートセンターかがやきプラザ 

 

氏 名  都道府県名  

所 属 
団体名 

 

電話番号  
ファクス 
番号 

 

メール 
アドレス 

 
 
今後、本連絡会議から催事等のご案内をメールでお送りしてもよろしいですか 

□ 送ってほしい  □ 送らないでほしい   （□いずれかにチェック） 

備考欄 

ご参加にあたり、主催者側で事前に準備が必要な事項がありましたら（車椅子利用等）

必要とされる内容を記述してください。なお、必ずしも全てのご要望にはお応えでき

ない場合がありますことを予めご了承ください。 

 
＜お申込み先＞「広がれボランティアの輪」連絡会議 事務局 

〒100-8980 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル 
       (社会福祉法人全国社会福祉協議会 全国ボランティア・市民活動振興センター内) 
       TEL：03-3581-4656／FAX：03-3581-7858／E-mail：info@hirogare.jp 
 
＊ 氏名、都道府県名、所属団体名を掲載した参加者名簿を作成し、参加者に配布いたします。 
＊ その他の個人情報につきましては、本シンポジウムの運営及び記載した内容のみに使用し、他
の目的に使用することはありません。 


